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目 的 

 十三湖の主要水産物であるヤマトシジミの再生産には適度な水温と塩分が必要とされる一方で、極端な高水温や

高・低塩分はへい死や再生産不調の要因となる。ここでは、十三湖における夏期の水温及び塩分を把握するため、自

記式水温塩分計によるこれらの連続観測を行ったので結果を報告する。 

 

材料と方法 

1．観測期間 

 観測は 2024年 6 月～9 月に実施した。 

2．観測地点 

 十三湖中央部（北緯 41°01′39″、東経 140°21′00″（世

界測地系）、漁場水深約 1.0m）で観測した（図 1）。 

3．観測方法 

観測地点に設置された浮標に JFE アドバンテック社製小型メ

モリー水温・塩分計（COMPACT-CT）を湖面下 0.8m にセンサー部

がくるように垂下し、10 分間隔で観測した。 

 

結果と考察 

 観測結果を表 1 及び図 2 に示す。 

1．水温 

 ヤマトシジミの水温耐性について、長期間（30 日間）において生息可能な上限温度は 32℃とされている 1）が、今

回の観測で日平均水温、10 分毎の観測値ともに 32℃を超えることはなかった。 

また、網走湖ではヤマトシジミの正常な産卵には水温 22.5℃以上が必要とされており 2）、今回の観測で日平均水温

が 22.5℃以上の日が最も長く継続したのは 7 月 29 日から 9月 16 日までの 50 日間、次いで 7 月 9 日から 7 月 26 日ま

での 18 日間だった。 

2．塩分 

 ヤマトシジミの塩分耐性について、水温 15～28℃では 0～20psu までの低塩分域で長期間生存可能であり、24psu

以上の高塩分域では 14 日間以上の長期の生存は不可能であると考えられている 3）ほか、水温条件に関係なくシジミ

が長期間生存可能な塩分範囲は 1.5～22psu と考えられている 4）が、今回の観測で日平均塩分が 22psu を超えた日は

6 月 10 日のみだった。10 分毎の観測値では 6 月 7 日から 6月 13 日までと 6月 23 日に断続的に 22psu を超えたが継

続時間の最長は 6 月 10 日の 14 時間 40 分だった。 

また、網走湖では正常な産卵には塩分 2.3psu 以上が必要とされている 2）ほか、宍道湖産ヤマトシジミを用いた発

生実験では受精からベリジャー幼生までは 0.5～18psu で、ベリジャー幼生から着底稚貝までは 2～18psu で発生が

進むが、稚貝が 50％以上生残した時の塩分は 2～8psu であったことが報告されている 5）。今回の観測で日平均塩分

が 2psu 未満となった日は、7月上旬～中旬に 11 日、7 月下旬～8 月中旬に 25 日、8 月下旬～9 月上旬に 8 日あり、

8psu を超えた日は、6 月上旬～下旬に 20 日、8 月下旬に 2日、9 月中旬～下旬に 13 日あった。 

 

図 1. 十三湖の水温・塩分観測地点 

観測地点

104



3．まとめ 

 今回の調査で湖内中央部では、ヤマトシジミのへい死要因となるような水温と塩分はほぼ観測されなかった。一

方で、ヤマトシジミの再生産不調に繋がるような低塩分が 7 月上旬～8 月中旬に継続して観測されたが、十三湖は地

点による塩分変動の特徴が大きく異なり 6，7）、同時期に当所が湖内 6 定点で実施した水質調査 8）では、水戸口～湖内

最深部で平年よりも高い塩分が観測されていることから、今回、湖内中央部で観測された低塩分がヤマトシジミ資

源に影響を与えたどうかについては、今後実施する資源量調査の結果などを注視する必要がある。 

表 1．十三湖の水温・塩分観測（10 分毎）結果 

 

 

 

 

図 2．十三湖の水温・塩分観測（10 分毎）結果 
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（℃）

平均水温 最低水温 最高水温 平均塩分 最低塩分 最高塩分

6月 21.1 14.1 26.3 10.0 1.9 33.6

7月 24.3 20.2 28.8 1.7 0.1 7.5
8月 26.6 23.0 30.0 2.3 0.1 23.4
9月 23.3 17.7 27.8 6.3 0.1 21.8
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